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2019 年 11 月 20 日 

各 位 

株式会社日本 M&A センター 

代表取締役社長 三宅 卓 

東証 1 部：2127 

J-Adviser 担当企業のマザーズ市場への上場承認 

に関するお知らせ 

  

株式会社日本M&Aセンター（本社：東京都千代田区 / 代表：三宅 卓 / URL：

https://www.nihon-ma.co.jp/）は、当社がJ-Adviserを担当しております株式会社global 

bridge HOLDINGS （以下、「global bridge HD」といいます。）が、株式会社東京証券取

引所（以下、「東京証券取引所」といいます。）より、global bridge HD株式の東京証券取引

所マザーズ市場への新規上場承認（以下、「本上場承認」といいます。）を受け、それとと

もに、同社株式の東京証券取引所TOKYO PRO Market上場廃止（以下、「本上場廃止」と

いいます。）を申請いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

株式会社 global bridge HOLDINGS は、2017 年 10 月 17 日に TOKYO PRO Market

へ株式上場し、当上場から本日まで、主に認可保育園の新規開設に取り組み、地域社会の

待機児童解消に努めてきました。2020 年 12 月期以降も認可保育園の新規開設等、さらな

る企業規模の拡大を見込んでおり、資金調達の多様化を図るとともに、より一層の社会的

信用・知名度の向上、優秀な人材の確保を図るために、マザーズ市場への市場変更を申請

し、承認されました。 

これに伴い、「特定上場有価証券に関する有価証券上場規程の特例」第 143 条第 1 項に

基づき、TOKYO PRO Market に上場している同社株式について、本上場廃止を申請して

います。 

 

本上場承認は、TOKYO PRO Market 開設以降、TOKYO PRO Marketから一般市場へ

の市場変更としては第2号案件であり、TOKYO PRO Marketからマザーズ市場への市場変

更としては第1号案件となります。 

 

当社は、TOKYO PRO Marketへの上場だけでなく、TOKYO PRO Market上場後の成長

支援を強みとしております。今後も、1社でも多くの企業に、global bridge HDのような

TOKYO PRO Market上場による成長を実現していただけるようサポートしてまいります。 
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 株式会社 global bridge HOLDINGS の概要 

名称 株式会社 global bridge HOLDINGS 

所在地  東京都墨田区錦糸一丁目２番１号 

代表者 代表取締役CEO 貞松 成 

事業内容 保育事業、介護事業、ICT事業 

資本金 107,825千円 

設立・創業 2007年1月（株式会社global bridge） 

2016 年 12 月期売上高（TOKYO PRO Market 上場時）： 1,594 百万円 

2017 年 12 月期売上高： 2,695 百万円 

2018 年 12 月期売上高： 3,787 百万円 

2019 年 12 月期売上高（予想）： 5,958 百万円 

 

 株式会社 global bridge HOLDINGS の本上場承認・本上場廃止に係る今後の予定 

(1) 上場承認日（マザーズ市場） 2019 年 11 月 20 日（水） 

(2) 整理銘柄指定日（TOKYO PRO Market） 2019 年 11 月 20 日（水） 

(3) 上場廃止予定日（TOKYO PRO Market） 2019 年 12 月 22 日（日） 

(4) 上場予定日（マザーズ市場） 2019 年 12 月 23 日（月） 

 

global bridge HD のマザーズ市場への上場承認の詳細は東京証券取引所ウェブサイ

ト、global bridge HD の新規株式発行並びに株式売出しの詳細につきましては global 

bridge HD が公表しています「募集株式発行並びに株式売出しに関する取締役会決議

のお知らせ」をご参照ください。 

 

（参考） 

J-Adviser 資格取得および TOKYO PRO Market 上場支援サービス開始に関するお知らせ 

https://www.nihon-ma.co.jp/ir/pdf/190712_release.pdf 

 

以上 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 株式会社日本 M&A センター 広報担当 ＜ pr@nihon-ma.co.jp ＞ 


